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佛

に

つ

い
て

伊

藤

古

鑑

]

我
が
妙
心
寺
開
山
無
相
大
師
に
封
し
て
、
弘
治
三
年
三
月
十
二
日
、
後
奈
良
天
皇
よ
り

「
本
有
圓
成
國
師
」

の
勅
議
を
賜
わ
つ
た
。
無

相
大
師
は
常
に
室
内
に
於
て

「
本
有
圓
成
の
公
案
」
を
墨
し
て
來
機
を
接
得
せ
ら
れ
た
と
い
い
、
ま
陀
二
狙
微
妙
大
師
も
、
こ
の
公
案
に

依
つ
て
悟
入
せ
ら
れ
た
と

『
正
法
山
六
狙
傳
』
に
傳
え
て
い
る
。

『宗
門
葛
藤
集
』
に
は
、
「本
有
圓
威
佛
、
爲
レ甚
還
作
二迷
倒
衆
生
一」
と
い
う
て
い
る
が
、

し
か
し
今
、

私
は
こ
の

「
本
有
圓
成
の
公

案
」
を
羅
し
、
開
山
大
師
屋
裏
の
寳
財
を
打
開
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
た
だ
こ
の

「
本
有
圓
威
佛
」
が
開
山
大
師
に
因
緑
深
き
が
爲

め
、

こ
れ
に
つ
い
て
、

こ
の

「
本
有
圓
成
佛
」
を
敏
家
一
般
に
於
て
は
、

い
か
に
研
究
し
て
い
た
か
、

ま
た
我
が
輝
門
の
諸
師
に
於
て

も
、
い
か
に
取
り
扱
つ
て
い
お
か
、
こ
れ
に
封
す
る

一
箇
の
私
見
を
述
べ
て
見
た
い
と
思
つ
て
、
ζ
こ
に
、

こ
の
小
論
を
試
み
た
ま
で
の

も
の
で
あ
る
。

二

 

先
す
本
有
圓
成
佛
と
は
、
本
來
本
有
に
圓
満
成
就
せ
る
佛
と
い
う
意
味
で
、
『
讃
道
歌
』
に
は
本
源
自
性
天
眞
佛
と
い
い
、
『
虚
堂
録
』

に
は
璽
畳
妙
明
眞
盟
(『堰
簸
傍
註
』
三
、
一
七
丁
)
と
い
い
、
こ
れ
を
敏
乗
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
本
有
の
理
で
あ
り
、
本
畳
の
佛
性
と
か
、



本
具
の
心
性
と
か
い
い
、
本
來
畳
知
の
離
念
の
心
罷
を
指
し
た
も
の
で
、
始
畳
、
修
生
、
顯
得
に
封
し
て
の
語
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
更
に
、
こ
の
本
有
思
想
の
畿
達
か
ら
い
え
ば
、
わ
れ
等
の
心
性
は
本
來
清
浮
で
あ
る
と
い
う

「
心
性
本
浮
訟
」
か
ら
起
つ
た
も

の
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

こ
の
心
性
本
浮
読
は
、
す
で
に
多
く
の
學
者
に
依
つ
て
、
そ
の
研
究
を
登
・表
せ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
繹
奪
滅
後
二
百
鯨
年
頃
に
分
裂
し

た
大
衆
部
の
敏
義
の
な
か
に
読
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
『
異
部
宗
輪
論
』
の
大
衆
部
敏
義
と
し
て
、

「
心
性
本
浮
、
客
塵
随
煩
憐
之
所
二雑
染
↓
説
爲
二不
浮
一」
(『獲
執
』
中
、
四
四
丁
)

と
い
い
、
ま
た

『
大
毘
婆
沙
論
』
第
二
十
七
に
も
、

「
分
別
論
者
詮
、
心
性
本
浮
、
客
塵
煩
憐
所
γ染
故
、
相
不
二清
浮
一」
(『正
藏
』
二
+
七
、
一
四
〇
丁
)

と
い
い
、
そ
の
他
、
『
成
實
論
』
第
五
二
五
了
、
『無
垢
繕
維
』
第
二
八
丁
、
『
蕪
嚴
論
』
第
八
;

丁
な
ど
に
も
同
じ
趣
旨
の
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
や
ま
た
糟
手
部
の
所
傳
と
傳
え
て
い
る

『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
第
二
十
七
の
緒
分
假
心
品
に
も
、

「
心
性
清
浮
、
爲
二客
塵
一染
、
凡
夫
未
レ聞
故
、
不
レ能
二如
實
知
見
↓
亦
無
二修
心
嚇
聖
人
聞
故
、
如
實
知
見
、

亦
有
二修
心
叫

心
性
清

浮
、
離
二客
塵
垢
稿
凡
夫
未
γ聞
故
、
不
ン能
二如
實
知
見
噴
亦
無
二修
心
↓
聖
人
聞
故
、
能
如
實
知
見
、
亦
有
二
修
心
一」
(『
正
藏
』
二
十
八
、

六
九
七
了
)

と
い
い
、
こ
の
客
塵
め
垢
染
を
離
る
る
室
観
と
し
て
、
そ
こ
に
内
室
、
外
室
、

内
外
室
、

室
室
、
大
塞
、
第
二
義
室
な
ど
の
義
を
詮
明

し
、
恰
か
も
般
若
の
二
十
室
の
如
く
、
性
室
の
道
理
を
示
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
性
室
の
道
理
は
折
室
観
で
あ
つ
て
髄
察
観
で

は
な
い
。
π
だ
客
塵
煩
…悩
の
爲
め
に
、
心
性
清
浮
の
も
の
が
雑
染
汚
濁
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
設
き
、
し
か
も
煩
欄
を
何
故
に
客

塵
と
い
う
て
い
る
か
と
い
う
鐵
に
つ
い
て
は
實
に
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
理
由
が
判
然
と
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
聞
に
は

善
心
も
あ
れ
び
悪
心
も
あ
り
、
清
浮
心
に
も
見
ら
れ
不
清
浮
心
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
に
、
今
は
何
故
に
煩
愉
を
客
と
な
し
、

清
浮
心
を
圭
と
す
る
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
、
は
つ
き
り
と
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
慈
恩
大
師
は

『異
部
宗
輪
論
述
記
繭
に
、
問
答
を

本
有
圓
成
佛
に
つ
い
て

=
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四

設

け
て
次

ぎ

の
如
く
読

明

し

て

い
る
。

「
問
、

有

レ
心
.即
染

、
何

故
今

言

二
心
性

本
浮

↓
読
γ
染

爲

レ
客
、

客

圭
齊
故

、
答

、

後

修
γ
道

時

、

染

乃
離
滅

、

唯
性
浮

在

、

故
染

爲

ン

客
」

(『
装
靱
』
中
、
四
五
丁
)

こ
れ
は

心

が
少

し
で
も

起

つ
た

と
す
れ

ば
、
そ

こ
に
す
ぐ
染

が
あ
り

と

い

い
、
そ

の
染

は
修

道

の
後

に
離
れ

て
無
く

な

り
、

た
だ
清

浮

の
性

の
み
在

る
と

い
う
意
味

で
、
染

を
客

と

し
、
浮

を

圭

と
す

る
と

い
う
た

の
で
、

謂
ゆ

る
心
性
は

無
始

無
絡

、
煩
悩

は

無
始

有
絡

と

立

て
て
詮

明

し
て

い
る

の
で
あ

る
。

そ

こ
で
、

こ
の
煩
悩

の
垢
染

を

離

れ
る

に
は
、

如
何

に
す

る
か

と

い
う
に
、

そ
れ

は
前

に
墨
げ

た

『
舎

利
弗

阿
毘

曇
論
』

の
如
く

、
内

室
、
外

室

、
内
外

室
な

ど

の
室
槻

に
依

ら
ね

ば
な
ら

ん

と

い
い
、
そ

の
室

観

の
獲

達

が
後

の
般
若

思
想

と
な

つ
た

わ
け

で
あ
ろ

う
。

そ

し

て
、

こ

の
般

若
思

想

に
於

て
は
十

六
室

、
十

八
室

、

二
十
室
な

ど

多
く

の
室
を
詮

い
て
、

わ
れ

わ
れ

の
煩
…悩
垢
染

を

離
れ

る

こ
と

に

つ
い

て
は

、
極

め
て
徹
底

的

に
読

い
て

い
る
が
、
そ

の
初

一
歩

と
見

ら

る
る
も

の
は

、
す

で

に
大
衆

部

の
な
か

の

一
読

部

の
敏
義

が
、
そ
れ

に

當

る
と

い
う

の
で
、

『
異
部
宗

輪

論
述

記
』

に
も

次
ぎ

の
如
く

詮

い
て

い
る
。

コ

詮

部

、
此

部
詮

、
世
出

世

法
皆

無
二
實

龍
↓

但
有

二
假
名

↓
名

帥

是
詮
、

意
謂

、
諸

法
唯

一
假

名

、

無
二
鷺

可

ア
得
、

即
乖

二
本
旨

↓

所
以

別
分
名

二
一
読

部

↓
從

・「所

立

一爲
γ
名

也
」

(
『嚢
靱
』
上
。
三
九
丁
)

ま
た

、

こ
の

一
詮

部

を
賢
首

大
師

の

『
華
嚴

探
玄

記
』

に
は
諸

法

但
名
宗

と

い
い
、
世

間
出

世
間

の

一
切
諸
法

は

、
た
だ

軍

に
假

名

の

み

で
あ

つ
て
實
燈

は

無
く

、
從

つ

て
執

見
貧

著
す

べ

き

一
法

も
無

い

と
詮

き
、
そ

れ

が
や

が
て
褒
達

し
て
般
若

の
塞
思
想

と
な

つ
た
と
見

ら
れ

て
い
る

の
で
、

か

の

『
大

品
般
若

』

の
習

慮
品

に
於

て
も
、

菩
薩

が
般

若
を

行
す

る

と
き

の
考

克
方

と
し

て
、
次

ぎ

の
如
く
説

い
て

い

る
。

「
佛
告

二
舎
利

弗
↓

菩
薩

摩

詞
薩

、

行
二
般

若
波

羅
蜜

一時

、
慮

二
如
レ
是

思
惟

↓
菩

薩
但

有

二名

字

↓

佛

亦
但

有
ン
字
、

般

若
波

羅
蜜

亦
但

有

ン
字

、
色
但

有
レ
字
、
受

想

行
識
亦

但
有

γ
字
」

(『
正
藏
』
八
、
一=
二

丁
)



三

 

も
ち
ろ
ん
、
般
若
は
大
乗
的
塞
観
で
あ
つ
て
、
髄
室
観
を
明
し
て
い
る
。

一
切
の
差
別
観
を
否
定
し
て
、

一
切
萬
法
帥
室
の
道
理
を
設

く
の
が
般
若
全
髄
を
通
じ
て
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
切
の
萬
法
は
港
く
因
縁
生
の
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
眞
相
か
ら
達
観

す
れ
ば
、
夢
幻
室
華
に
等
し
き
も
の
と
い
い
、
か
の

『
金
剛
経
』
の
末
尾
に
読
か
れ
て
い
る

「
一
切
有
爲
法
、
如
夢
幻
泡
影
」
と
詮
く
偶

丈
の
如
き
が
、
よ
く
般
若
の
思
想
を
如
實
に
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
般
若
は
智
慧
と
い
い
、
佛
の
無
分
別
智
を
指
し
、
根

本
智
、
正
燈
智
、
如
理
智
な
ど
と
名
づ
け
、
或
は
室
智
、
眞
智
、
實
智
な
ど
と
穗
し
て
、
み
な
こ
の
般
若
の
第

一
義
諦
に
關
す
る
直
観
智

を
的
示
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

か
く
の
如
く
、
般
若
の
智
慧
は
、
有
ら
ゆ
る
分
別
妄
想
を
離
れ
、
無
所
有
、
無
所
得
を
圭
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
わ
れ
等
凡
.

夫
は
そ
れ
を
如
實
に
見
す
、
如
實
に
知
ら
な
い
の
は
、
編
え
に
無
明
あ
る
が
爲
め
で
あ
る
と
読
き
、
『
小
品
般
若
』
第

一
に
も
、

「佛
言
、
如
二無
所
有
一如
レ是
有
、
如
〆
是
諸
法
無
所
有
故
名
ヒ
無
明
↓
凡
夫
分
二別
無
明
一貧
二著
無
明
唖
堕
二於

二
邊
一不
γ
知
不
レ見
、
於
二

無
法
中
一憶
想
分
別
貧
二著
名
色
↓
因
二貧
著
一故
、
於
こ無
所
有
法
↓
不
γ知
不
γ見
、
不
出
不
信
不
住
、
是
故
堕
二
凡
夫
食
著
激
中
一」
(『正

藏
』
八
、
五
三
八
丁
)

と
い
い
、
こ
れ
と
同
じ
経
丈
に
て
、
更
に
一
暦
、
委
し
く
出
て
い
る
の
が

『
大
般
若
』
第
五
百
三
十
八

(『正
藏
』
七
、
七
六
五
丁
)
の
経
丈

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
舎
利
子
が

一
切
諸
法
本
來
室
な
る
に
、
何
故
に
か
か
る
世
界
が
あ
る
の
で
あ
る
か
と
い
う
疑
問
に
封
し
て
、
佛
は
貧

著
と
い
う
凡
夫
の
迷
情
か
ら

一
切
諸
法
は
現
出
す
る
と
い
う
も
の
で
、
恰
か
も

『
起
信
論
』
に
於
け
る

「
三
界
虚
偏
唯
心
所
作
、
離
レ
心

則
無
二
六
塵
境
界
こ

と
か
い
え
る
も
の
と
、
つ
ま
り
は
同
じ
見
方
の
こ
と
が
詮
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
般
若
の
室
観
は
、
こ
れ
等
の
迷
情
執
見
を
根
抵
か
ら
除
去
し
、
否
定
に
否
定
を
重
ね
て
、
最
後
に
妙
有
的
眞
塞
に
到
達

し
、

一
切
萬
法
の
眞
實
相
に
徹
す
る
と
い
う
こ
と
が
般
若
の
室
観
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
は
更
に

一
法
の
貧
著
す
る
と
こ
ろ

本
有
圓
・成
佛
に
つ
い
て

一
五
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も
な
く
、
帥
庭
印
庭
に
慮
用
無
凝
、
任
運
無
作
の
積
極
的
活
動
を
實
現
さ
す
と
い
う
こ
と
が
出
來
る
と
示
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
方
便
道

と
い
い
、
般
若
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
方
便
善
巧
で
あ
つ
て
、
虚
假
不
實
の
も
の
で
は
な
い
。
大
に
慧
あ
る
方
便
を
以
て
、
菩
薩
大
慈
悲
の
行

願
を
果
す
べ
く
、
度
生
に

「
生
き
る
姿
」
を
い
う
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。

般
若
に
も
重
要
な
る
研
究
部
門
が
あ
る
け
れ
ど
も
今
は
読
か
な
い
。
た
だ
こ
の

「
本
有
圓
成
佛
」
に
關
し
て
、
い
か
に
見
る
か
と
い
え

ぼ
、
始
め
の
時
代
で
は
、
室
と
の
み
見
て
い
た
も
の
が
、
後
に
は
妙
有
的
の
思
想
に
進
ん
で
き
た
こ
と
で
、
先
す
第

一
に
無
明
煩
憐
の
無

く
な
つ
た
と
こ
ろ
を
本
來
清
浮
と
説
き
、

『大
般
若
』
第
五
百
四
十
五
に
、
こ
れ
を
明
し
、
更
に
そ
0
本
性
の
不
生
不
滅
な
る
を
眞
如
と

呼
び
、
『大
般
若
』
第
五
百
四
十
八
、
第
五
百
四
十
九
に
、
こ
れ
を
明
し
、
『大
般
若
』
五
百
六
十
七
、
第
五
百
六
十
八
の
法
界
品
に
於
け

る
般
若
は
、
特
に
妙
有
的
な
意
味
が
あ
ら
わ
れ
、
方
便
善
巧
門
と
し
て
、
般
若
修
學
の
菩
薩
の
法
界
に
通
達
す
る
所
以
を
明
し
、
法
界
に

示
現
し
て
大
慈
悲
喜
捨
心
を
以
て
利
樂
す
る
こ
と
が
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
法
界
品
の
と
こ
ろ
に
、

「
爾
時
最
勝
、
便
白
γ佛
言
、
諸
菩
薩
摩
詞
薩
、
云
何
随
二順
甚
深
法
相
↓
不
ソ違
二世
俗
↓
佛
言
、
天
王
、
菩
薩
随
二順
般
若
波
羅
蜜
多
↓

不
γ
遽
二
離
色
受
想
行
識
↓
不
レ遠
二離
欲
界
色
界
無
色
界
↓
不
レ遠
二離
法
一而
無
二執
著
嚇
随
一一順
般
若
波
羅
蜜
多
一
不
レ
遠
隔一離
道
輔
何
以

故
、
具
二大
方
便
善
巧
力
一故
」
(『正
藏
』
七
、
九
三
〇
丁
)

と
い
い
、
そ
れ
よ
り
菩
薩
の
方
便
善
巧
を
説
き
、
法
界
に
示
現
す
る
諸
相
を
畢
げ
、
積
極
的
に
有
の
方
面
の
こ
と
が
読
か
れ
て
い
る
。
ま

た

『
大
般
若
』
第
五
百
七
十
八
の
理
趣
分
に
於
て
も
、
積
極
的
の
意
味
が
あ
ら
わ
れ
、
菩
薩
の
清
浮
句
義
を
奉
げ
、

一
切
有
情
の
本
性
清

浮
を
読
き
、
大
貧
、
大
樂
、
大
畳
、
降
魔
、
自
在
の
最
勝
成
就
を
明
す
な
ど
、
實
に
本
有
表
徳
の
意
義
を
大
膿
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
事
實

は
、
こ
れ
般
若
絡
極
の
理
想
を
忌
揮
な
く
詮
顯
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

般
若
思
想
の
初
期
の
時
代
に
は
遮
情
的
で
あ
つ
て
、
わ
れ
等
の
分
別
妄
想
を
除
去
す
る
と
い
う
こ
と
に
努
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

絡
極
の
と
こ
ろ
は
、
遮
情
畢
つ
て
、
そ
の
後
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
表
徳
本
有
の
眞
如
の
具
徳
を
論
き
、
一
切
諸
法
を
如
實
に
知
り
、
如
費

に
見
て
、
方
便
善
巧
す
る
の
が
般
若
思
想
の
麟
着
黙
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
般
若
は
室
に
し
て
、

し
か
も
萬
縁
に
慮
じ
て
敏
化



し
、
方

便

道
を

以
て
、

大

に
積

極
的

に

「
生

き

る
」

「
進

む
」
「
躍

動
す

る
」

と

い
う

こ
と
に
な

る

の
で
、
有

と

い
う

こ
と

に
も
な

る
。

し

か

し
、
有

と

い
う
て

も
、
有

に
佳

著
す

る

の
で
は

な
く

、
す

べ

て
が
般
若

の
な

か

の
有

で

あ

る
、

こ
れ

を
菩
薩

の

六
度

の
行

に

つ
い
て
見

て
も

、
施
者

と
受
者

と
、
施

物

そ

の
も

の
と
が

三
輪

室
寂

で
あ

る
か
ら

、
施
を

行
じ

て
も
施

と
せ
す

、
持
戒

と

犯
戒

と
、
戒

そ

の
も

の
と

が
三
事
清
浮

で
あ

る

か
ら

、
戒

を
持

し
て
も
戒

と

せ
す

、
乃
至

、
智

者

と
愚
者

と
、

智
慧

そ

の
も

の
と
を

認

め
な

い

の
で
あ

る
か

ら
、
智

を
成
就

し
て
も
智

と

せ
す

、
實

に
無
所

得
無
縁

の
大
慈

悲

と
な

つ
て
あ

ら
わ
れ

、
無

我
無

心

の
と

こ
ろ
、
渾
身

法
界

と

一
龍

と
な

つ

て
動

く

と
い

う
の

が
般

若

の
有

で
あ
り

、
方

便
善

巧
と

い
わ
れ

、
ま

た

「
慧

あ

る
方

便
」

と
も

い
う
て
、

「
方

便
あ

る
慧

」

と
封

比

し
、

こ
の

二
者

の
な

か
、
何

れ

を
欠
く

も

、
眞

の
般

若

と
は

な
ら

な

い

の
で
あ

る
。

四

か
く
し
て
、
般
若
は
般
若
で
以
て
、
充
分
に
佛
敏
の
深
理
は
い
い
鑑
し
、
ま
た

「
本
有
圓
威
佛
」
と
い
う
意
義
も
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
が
、
し
か
し
、
何
を
い
う
て
も
般
若
そ
の
も
の
は
室
思
想
で
あ
つ
て
、
一
切
諸
法
に
封
す
る
有
の
執
見
を
打
破
す
る
爲
め
塞
な
り

と
い
い
、
客
塵
煩
悩
を
除
去
す
る
こ
と
が
第

一
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
眞
如
と
か
、
本
性
清
浮
と
か
い
う
も
の
も
、
畢
寛
室
無

所
得
の
も
の
と
い
い
、
徹
底
的
に
眞
室
の
道
理
を
あ
ら
わ
す
の
が
般
若
そ
の
も
の
の
室
思
想
で
あ
る
Q

然
る
に
、
こ
の
般
若
の
室
思
想
を
直
接
の
背
景
と
し
て
、
こ
こ
に
般
若
の
眞
室
を
妙
有
に
韓
廻
せ
ん
と
し
て
起
つ
た
思
想
に
『
浬
契
脛
』

の
有
思
想
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
浬
契
経
』
に
は

コ

切
衆
生
悉
有
二佛
性
一」
と
か
、
浬
繋
に
常
樂
我
浮
の
四
徳
が
あ
る
と
か
い
う
て
、

そ
こ
に
佛
身
の
常
佳
を
圭
張
す
る
有
名
な
経
典
で
あ
る
。
支
那
南
北
朝
の
時
代
に
は

「
常
佳
敏
」
と
判
じ
、
羅
奪

一
代
の
経
典
の
な
か
、

最
も
勝
れ
た
維
典
と
見
な
し
て
、
大
に
積
極
的
に
読
き
、
肯
定
的
に
佛
敏
は
深
理
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

『
浬
契
経
』
が

般
若
の
室
思
想
を
背
景
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
し
理
解
に
苦
し
む
か
の
如
く
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
實
は
、
こ
の

『
浬
彙

経
』
の
な
か
に
、
般
若
を
引
用
し
、
無
所
得
を
読
き
、
十

一
室
を
詮
き
、
つ
ね
に
般
若
眞
室
を
維
て
の
妙
有
的
敏
理
を
明
せ
る
事
賢
は
、

本
有
圓
成
佛
に
・つ
い
て

一
七



揮

學

研

究

一
八

一
黙

の
疑

う

べ
き
除

地
さ

え
無

い
。

い
ま
、
そ

の
治

息

の
文
獄

と

し
て
、
有

名
な

る
五
味

の
喩

を
聖

行
品

よ
り
引

用

し
て
見

よ

う
。

「
從

二
十

二
部

経

一出

二
修
多

羅
袖
從

二
修

多
羅

】出

二方

等
経

↓
從

二
方
等

経

一出

二
般

若
波

羅
蜜

↓

從

二
般

若
波

羅
蜜

一出

二
大
浬

葉
↓

猫

如
二

醍

醐

⊃

育
=
醍

醐

一者

、
喩

於
佛

性
↓
佛

性
者

即

是

如
來

」

(『
正
藏
』
+
二
、
四
四
九
丁
)

か

く

の
如
く
般

若

よ
り

『
湿
漿

経

b

が
出
た

と

い
わ
れ
、

眞
室

よ
り
妙

有
的

の
読

法

と
な

つ
た

事
賢
を

示

し
た
も

の

で
あ

る
が
、

し
か

し
、

ま
た
他

の

一
面

か
ら
考

え

て
見

る
と

、
『
浬
契

経
』

に
詮

く
佛

性
常

佳

の
如

き
論

は

、
如
來

藏

思
想

の
圓
熟

し
た
も

の

と
も
見

ら
れ
、

こ
こ
に
如
來

藏

思
想

が

こ

こ
ま

で
磯

展

し
來

つ
た

由
來

を
研
究

す

る
の
も

、
あ

な

が
ち
徒

勢

の

こ
と
で
は

無
か

ろ
う

と
信
す

る
。

如
來

藏

は
如
來

藏

で
、
ま

た
非
常

に
複

雑
な

研
究

課
題

で
あ

る

が
、

と
に
か
く

、

こ
の
如
來
藏

の
語
は

、
す

で

に

『
増

一
阿
合

』
第

一

に
も
出

て

い
る
Q

そ
れ

が
後

に
は
多

く

の
経
典

に
論

明

せ
ら
れ
、

そ

の
最
も
素

朴

的
な

も

の
と
見

ら
れ

る

の
が

『
大

方
廣

如
來

藏
経
』

で

あ
ろ

う
。

そ

の
な
か

に
、

「
我
以

二
佛

眼

一観

二
一
切
衆
生

↓
食

欲
憲

痴
諸

煩
偶
中

、

有
∴
如
來
智

如
來

眼

如
來
身

↓
結

脚
跣

坐

、
臓

然
不
ソ
動
、

善

男
子
、

一
切
衆

生

、
難
〆
在

二
諸
趣

↓
煩
悩

身

中

、
有
二
如
來
藏

↓
常

無
二
染

汚

↓
徳
相

備
足

、
如

〆
我
無

ソ
異

」

(『
正
藏
』
十
六
、
四
五
七
丁
)

と

い
い
、
如
來

藏

と
は

在
纒

凡
夫

の
な

か

に
藏

す

る
如
來

法
身

の

こ
と
で

、
佛

性

と

か
、

本

畳

の
畳
禮

と
か
、
或

は
自

性
清
浮

心
と

か

い

う
語

と
同
じ

も

の
と
見

て
良

い
。

そ

し
て
、

こ

の

『
如
來
藏

経

一
に
は
九
種

の
讐

喩

を
以

て
、

こ
の
如
來
藏

は

如
何
な

る
場
合

で

も
染
汚

さ
る

る

こ
と
な
き
意

を
詮

明

し
て

い
る
。

し
か

し
、
そ

の
訟

明

が
極

め
て
簡

軍
で

あ

つ
て
、

し
か

も
、

煩
悩

と

の
關

係

は
微
細

に
読

か
れ

て

い
な

い
。

『
不
増

不
減

経
』

と
か

、
『
無

上
依

経
』

と
か

に
な
れ

ば
、

多
少

は
、

そ

の
關

係

に
も
鰯

れ

て

三
種

の
相
を
読

き

、
第

一
に
は

煩
悩

に
纒

わ
れ

て

い
る
衆
生

、
第

二

に
は
煩

満
を

断

ぜ
ん

と
し

て
修

行
す

る
菩
薩

、
第

三

に
は
煩
…悩
を

断
蓋

し

て
清

浮

無
擬
な

る
如
來

と

な

し
、

「
此
三
種

法
皆
眞

實

如
、
不

異
不

差
」

(『
正
藏
』
十
六
、
四
六
七
丁
)
と

い
う

て
、
増

減

の

二
種

邪
見

を
遠

離

し
、

如
實

に

一
法

界
を

見

よ
う

と

い
う
の
が

『
不
壇

不
減

経
』

の
所

論

の
よ

う
で
あ

る
。

ま

た

『
無

上
依

経
』

に
も
、

こ
の
衆
生

と
菩
薩

と
如
來

と

の
三
位

を

立
て

て

い
る
が
、

そ

の
な
か

、

如
來
界

を
以

て
無

上

の
依
虞

と
な



し
、

煩
悩

を

超
出

し
て

い
る
と
詮

き
、

如
來

界
を
實

の
如
く

知
り

、
賢

の
如
く

正
思
惟

せ
ば
、

煩
悩

は
煩
檎

と

し
て
顛

倒

し

て

起

ら

な

い
。

み
な

如
來

界

に
相

慮
す

る

と

い
う
て
、

正
法
捲

受

の
意
味

も
あ

ら

わ
れ

て

い
る
が
、

し
か

し
、

こ
の
正

法
撞

受

の
考

え
方

は
、

更

に

『
勝
髭

経

幽

に
至

つ
て
圓

熟

さ
れ

て

い
る
よ

う
に
思

う
。

そ

し

て
、

こ
の
経

に
は

邪
定
聚

、

不
定
聚

、

正
定
聚

を
論

き
、

邪
定

聚
を

以

て

一
閾

提
と
な

し
、
次
ぎ

の
如
く
説

い
て

い
る
Q

「
若

人
貧

二
著

三
有

(
誹

一諦

大

乗

(
名

二
一
閲

提

↓
堕

二
邪
定
聚

一」

(『
正
藏
』
十
六
、
四
六
九
丁
)

こ
の

一
閲

提
が
後

の

『
浬
契

経
』

に
は

大

に
問
題

に
な

り
、
ま

た

『
浬
繋

維
』

に
詮

か
れ

て

い
る
常
樂

我
浮

の
説

も
、

こ
の

『
無

上
依

経
』

に
出

て

い
る
の
で

、
『
湿

繋
経
』

の
あ
ら

わ

る
る
前
提

の
思
想

と
も
見

ら

る
る

の
で
あ

る
。

五

さ

て
、

い
よ

い
よ

『
浬
彙

経
』

の
思
想

内
容

に
鱗

れ

て
少

し
く

考
察

し
て
見

よ

う
。
『
浬

契
経
』

に
は
多
く

の
問

題

が
あ

る
け
れ

ど
も

、

今

は

「
本
有

圓
威
佛
」

が
課

題

で
あ

る
か
ら

、
佛
身

の
問

題

と
佛

性

の
問

題

と
に

つ

い
て
説

く

こ

と
に

し
よ

う
o

佛

身

と

い
え
ば

、
も

ち
ろ

ん
繹
尊

が
中

心

で
あ

る
。

繹
尊

の
滅
後

、

こ

の
佛
身

の
見

方

に

つ

い
て
大

に
攣

化

し
て
き

た

の
で
あ

る
。

つ

ね

に
法
報

慮

の

三
身
読

を

い
う

て
い

る
が
、
始

め

の
時
代

は
生
身

と
法
身

と
の

み
で
あ

る
・

生
身

と
は
食
身

と
も

い
い
、
歴
史

的

の
繹
奪

で
あ
り
、

法
身

と
は

歴
皮

以

上

の
實

在

の
佛

身

で
あ

る
。
す

で

に
繹
尊

が
入
滅

せ
ら
れ

て
か

ら
後

、
法
身

不

滅

の
思
想

は
起

つ

て
い
た
。

『
増

一
阿
含
』

の
序

晶

に
も

、

「
輝
師

出

世
壽
極

短

、
肉
禮

錐
ン
逝
法
身

在

、
當
レ
令
三
法

本
不

二
断
絶

一」

(『
正
藏
』
ご
、
五
四
九
丁
)

と

い
い
、
ま

た

『
遺

教

経
』

に
も

、

「
自
今

已
後

、
我
諸

弟
子

、
展

韓

行
レ
之

、
則

是

如
來
法
身

、
常

在

而
不
ン
滅

也
」

(
『
正
藏
』
+

二
、

=

=

了

)

と

い
う
て

い
る
が

、
繹
尊

の
詮

か

れ
た
法

そ

の
も

の
は
不
滅

で
、

眞

理
で
あ

つ

て
、
繹
尊

の
在

世
時
代

に
は

、
佛

の
な

か

に
法

を
見

た
も

本
亦
間
凹成
佛
に
つ
い
て

一
九



輝

學

研

究

二
〇

の
が
、
繹
尊
の
滅
後
に
至
つ
て
は
、
そ
の
法
の
み
が
淺
り
、
そ
の
法
の
常
佳
を
見
つ
め
る
と
き
、
そ
こ
に
佛
の
不
滅
を
信
じ
て
、

一
種
の

實
在
の
形
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
が
法
身
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ん
。

法
身
は
最
早
や
信
仰
の
世
界
で
、
宗
教
的
要
求
の
常
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
超
人
間
的
の
、
如
何
に
わ
れ
等
が
努
力
し
て
も
、
到
底
こ
の

世
で
は
佛
と
同

一
に
な
り
得
な
い
法
身
佛
の
信
仰
が
起
り
、
大
衆
部
の
敏
義
の
な
か
に
は
、
こ
の
大
乗
的
な
佛
身
親
が
生
じ
て
い
た
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち

『
異
部
宗
輪
論
』
に
も
、

「
如
來
色
身
實
無
二淺
際
【
如
來
威
力
亦
無
二邊
際
ハ
諸
佛
壽
量
亦
無
二邊
際
こ

(『焚
靱
』
中
、
一
七
丁
)

と
読
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
、
如
來
と
か
諸
佛
と
か
い
う
て
い
る
け
れ
ど
も
、
繹
奪
以
外
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
o
繹
奪
を
中
心
と

し
て
の
諸
佛
で
あ
る
こ
と
は
論
す
る
ま
で
も
な
い
。
先
す

『
雑
阿
含
経
』
第
四
十
四
に
も
、

「
唯
有
二正
法
酒
令
三我
自
畳
成
二
三
貌
三
佛
陀
一者
、
我
當
二於
γ
彼
恭
敬
宗
重
奉
事
供
養
鱒
依
レ
彼
而
住
、
所
以
者
何
、
過
去
如
來
慮
等

正
畳
、
亦
於
二正
法
一恭
敬
宗
重
奉
事
供
養
、
依
γ彼
而
佳
、
諸
當
來
世
如
來
鷹
等
正
畳
、
亦
依
二正
法
一恭
敬
宗
重
奉
事
供
養
、
依
レ彼
而

住
」
(『正
藏
』
二
、
三
一=
一丁
)

と
い
い
、
た
だ
正
法
の
み
あ
つ
て
、
こ
れ
を
繹
奪
が
讃
悟
せ
ら
れ
た
と
詮
き
、
更
に
、
そ
の
正
法
は
軍
に
繹
尊

の
み
で
な
く
、
過
去
の
佛

も
、
未
來
の
佛
も
、
み
な
こ
の
正
法
に
依
ら
れ
た
と
い
う
普
遍
性
と
必
然
性
と
を
帯
び
た
も
の
で
、
こ
こ
に
、
こ
の
正
法
は
三
世
に
通
じ

て
は
不
攣
で
あ
り
、
十
方
に
遍
じ
て
は
常
恒
の
も
の
で
あ
る
と
見
徹
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
佛
が
大
乗
佛
敏
の
褒
展
と
共
に
多
佛
思
想
に
攣
つ
て
來
て
も
、
原
則
的
に
、
こ
の
繹
尊
を
中
心
と
し
て
敏
理
の
褒
達
を

見
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
喩
え
ば
過
去
七
佛
の
こ
と
が

『
長
阿
含
』
第

一
、
『
増
一
阿
含
』
第
四
十
五
、
『雑
阿
含
』
第
三
十
四
な

ど
に
出
て
い
る
が
、
そ
れ
が
皆
、
繹
尊
と
同
じ
よ
う
に
、
族
姓
、
父
母
、
妻
子
な
ど
の
記
事
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
π
時
間
的
に
は
、

過
去
に
七
佛
、
十
五
佛
、
五
十
三
佛
、
千
佛
、
無
量
佛
と
あ
ら
わ
れ
、
未
來
に
も
ま
た
千
佛
、
無
量
佛
の
思
想
が
論
か
れ
、
察
間
的
に
は

四
方
佛
、
六
方
佛
、
十
方
悌
と
な
つ
て
、
そ
の
数
量
を
次
第
に
増
し
て
來
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
原
則
と
し
て
一
佛

一
世
界
で
あ
り
、



二
佛
同
時
出
世
を
許
さ
す
と
い
う
規
定
を
守
つ
て
、
そ
こ
よ
り
一
歩
を
も
越
え
る
こ
と
の
な
い
瀦
は
、
こ
れ
明
か
に
歴
史
的
の
繹
隼
を
中

心
と
し
て
の
敏
理
の
獲
達
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
し
か
も
、
三
世
の
諸
佛
と
い
う
諸
佛
が
同
じ
く
、
三
祇
百
劫
の
修
行
と
か
、

八
相
成
道
の
形
式
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
繹
尊
通
去
世
の
本
生
課
を
整
理
し
た
考
え
方
と
、
ま
た

一
面
、
繹
奪
の
法
常
住

の
敏
読
と
が
、
そ
の
基
因
を
な
し
て
、
こ
れ
等
の
多
佛
思
想
を
産
み
、
更
に
こ
れ
を
統

一
し
、
綜
合
し
て
法
身
常
佳
読
が
あ
ら
わ
れ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
q

ま
た
、
こ
の
法
身
に
封
し
て
、
法
身
、
般
若
.
解
脱
の
三
徳
秘
密
藏
の
論
が

『
浬
契
経
』
壽
命
品
に
読
か
れ
写
伊
字
の
三
黙
と
か
、
摩

醸
首
羅
の
三
目
の
如
し
と
か
い
う
て
、
そ
の
不
縦
不
横
の
蘭
…係
に
あ
る
こ
と
は
天
台
に
於
て
も
特
に
力
訟
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ

等

も
、
唯

一
絶
封
の
實
在
に
封
す
る
三
方
面
の
見
方
と
思
わ
ね
ば
な
ら
ん
。
ま
た
同
じ
く
壽
命
品
に
於
て
、

「
我
者
即
是
佛
義
、
常
者
法
身
義
、
樂
者
是
浬
葉
義
、
浮
者
是
法
義
」
(『正
藏
』+
二
、
三
七
七
丁
)

と
い
い
、

『
浬
葉
経
』
に
論
く
常
樂
我
浮
の
四
徳
も
、

一
慮
は
分
別
し
て
読
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
み
な
唯

一
絶
封
の
實
在
に

封
す
る
四
方
面
の
見
方
で
あ
つ
て
、
そ
の
根
本
は
不
思
議
の
存
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
小
乗
の
苦
室
無
常
無
我
と
い
え
る
消
極
的
、
否
定

的
の
も
の
に
封
し
て
、
こ
の

『
浬
契
経
』
は
積
極
的
、
肯
定
的
に
あ
ら
わ
し
て
、
繹
尊
の
生
身
の
と
こ
ろ
に
、
こ
の
法
身
を
誰
悟
し
、
そ

の
法
身
般
若
解
脱
を
開
論
し
て
、
わ
れ
等
に
示
さ
れ
距
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
故
に
、
こ
の
佛
身
の
問
題
に
關
す
る
限
り
は
、
た

だ
繹
尊

一
人
の
み
が
佛
陀
で
あ
つ
て
、
わ
れ
等
は
到
底
、
こ
の
世
に
於
て
は
佛
陀
と
同

一
に
は
な
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

占
♂、

 

然
る
に

『
浬
繋
維
』
に
於
け
る
佛
性
の
問
題
に
至
つ
て
は
、
わ
れ
等
も
佛
陀
と
な
り
得
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
の
で
、
そ
こ
に
一
切

衆
生
悉
有
佛
性
と
詮
き
、
ま
た
到
る
と
こ
ろ
に
如
來
藏
の
語
も
出
て
い
る
Q
先
す
如
來
性
品
に
、

「
佛
言
、
善
男
子
、
我
者
即
是
如
來
藏
、
一
切
衆
生
悉
有
二佛
性
ハ
帥
是
我
義
、
如
γ是
我
義
㍉
從
本
巳
來
、
常
爲
二無
量
煩
悩
所
ソ覆
、

本
有
圓
成
佛
に
つ
い
て

ご
一



暉

學

研

究

一ご
一

是

故
衆

生

、
不
レ
能

レ
得
レ
見

、
善

男
子

、

如
↑
貧
女

入
含

内
、

多
有

二
眞
金

之
藏

↓
家

人

大
小

無
う
有

二
知
者

一」

(『
正
藏
』十

二
、
四
〇
七
丁
)

と

い

い
、

わ
れ
等

衆

生

に
も

佛
性

が
あ

り
、
成

佛

す

べ
き
義
を

立

て
て

い
る
が
、
特

に

こ
の

『
湿
葉

経
』

に
於

て
、

一
閲
提

の
成
佛

が
問

題

と
な

つ
て
く

る
。
す

な

わ
ち

一
聞

提

と
は
断

善
根

の
も

の
で
あ

つ
て
、
そ

の
ま

ま
で

は
成
佛

は

出
・來
な

い
の
で
、

『
浬
契

経
』

の
前

十

巻

ま

で
は

、

一
閾

提
不
成

佛
を

正
義

と
な

し

、
と

こ
ろ
ど

こ
ろ

に

「
除

二
一
閾

提

一」

と

い
う
除

外
例

を
も

墾
げ

て

い
る
。

こ
れ

が
後

に
な

る

と
、

こ
の

一
間

提
も

、
そ

の
内

心
に
は
佛

性

を
具

し

て

い
る
か
ら

、

い
つ
か
は

芽
を
生

じ

て
成
佛

の
韓

期

が
あ

る
も

の
と
許

し
、
そ

の

読

き
方

が
如
何

に
も

巧
妙

で

あ
り
親

切

で
あ

る
o

「
我
常

宣
説

、

一
切
衆
生
悉

有

二佛

性

(
乃

至

一
關

提
等

亦
有

二
佛

性
↓

一
關

提

等
無

レ
有

二
善
法

ハ
佛

性
亦

善
、

以
二
未
來

有

一故

、

一
間

提
等

悉
有

二
佛

性

↓
何

以
故

、

一
間

提
等

、
定

當
γ
得
γ
成

二
阿
褥

多
羅

三
貌

三
菩

提

一故

」

(『
正
藏
』
十

二
、
五
ご
四
丁
)

こ
れ
は

『
浬
葉

経
』
第

二
十
七
師

子
吼

菩
薩

品

の

一
節

で
あ

る
が
、

一
閲

提
も

決

し
て
不
成

で
絡

る

べ
塗
も

の
で
は
な

い
。

一
關
提

と

い
わ

る

べ
き
因

縁

は
、
第

一
に
悪

心
熾

盛

、
第

二
に
不
見
後

世

、
第

三
に
樂

習
煩
憐

、
第

四

に
遠

離
善
根

、
第

五

に
悪
業
障

隔

、
第

六

に

親

近
悪

智
識

な

ど
に
依

つ
て

、

一
慮

は
、
佛

も

一
間

提

と
し

て
は

施
す

べ

き
術

が
な

い
と
,
見

離

さ
れ
た

ま

で
で
、
そ

の
實

は

一
切
衆

生

悉

有
佛

性

の
道

理
か

ら
見

て
、

い

つ
か

は
眠

れ

る
心
も
醒

め

る
時
期

が

必
す

到
來

し
得

る
も

の
と
論

き
、
如
來

大
悲

の
威
神

力

と
、
衆

生

内

蕪

の
自

畳

と
が
相
倹

つ
て
、
そ

こ
に

一
縷

の
脈

が
あ

る
も

の
と

示
し
、

過
去

と
現
在

と

に
於

て
は
、
善

根
を

断
じ

一
關
提

で

あ

つ

て

も
、

現
在

よ
り

未
來

に
於

て
は
非
間

提

と
な
り

、
善

根
を

生
じ
菩

提

を
求

め
、
成
佛

し

得

る
も

の
と
見

る

の
が

『
況

繋
経
』

の

一
關

提
定

當

得

成
佛

の
思
想

で

あ
る

と
思

う
。

し
か

し
、

こ
の

『
渥
繋

経

㎞
に
於

て
、

一
切
衆
生

悉
有
佛

性
を
読

き
、
如
何

な

る
も

の
も
成
佛

す

べ
き
可
能

性
を

認
め

、

一
間

提

の
如

き
漸

善
根

の
人

と
錐

も
、
成
佛

を
許

す

と

い
う

こ
と
は

、
賢

に
實

際
問

題

と

し
て
は
、
幾

多

の
難
關

が
そ

こ
に
横

つ
て

い
る

の
で
、
輕

汝

に
は

論
じ

ら
れ
な

い
の
で
あ

る
。

か

の

一
乗
敏

義

の
最
高

峰
を

行
く

『
法
華
・経
』

の
方

便
品

で
す

ら
、
増

上
慢

の
比
丘

五
千
人

の
退

去
す

る

こ

と
を
認

め
、
そ

れ

に
は
授

記

せ
ら

れ
た

事
賢

は
な

い
。

ま
た

『
無
量

壽
経
』

の
第

十
八

願

に
於

て
も

「
唯

除

二
五
逆
誹

諦

正
法

一」

の



但

書
を

附

せ
ら
れ

て

い
る

事
實

は

、

こ
れ
宗

敏

の
實

際
問

題

と
し

て
は
常
然

の

こ
と

と

い
わ
ね
ば
な

ら

ん
。

そ

こ
で

、

こ
の

『
浬
漿

維
』

に
於

て
も

、
法
顯
課

の

『
佛
訟

大
般

泥

疸
経
』

に
は

、
強

く

一
間

提

の
不
成

佛
を
論

い
て

い
る
。

す

な

わ
ち
四
方

品
第

八

に
、

「
如

二

間

提
解

怠
樋
惰

到
臥

、

絡

日
言
レ
當

二
成
佛

ハ
若

成
佛

者

、

無
う
有

二
是
庭

の

假
令

信
法
諸

優
婆

塞

、

欲
γ
求
二
解

脱

一度

二
彼
岸

一

者

、
亦
無

二
是

虞

甫
況
彼

戸
臥

」
(『
正
藏
』
十
二
、
八
七
三
丁
)

と

い
い
、
ま
た

菩
薩

品
第

十
七

に
も

、

「
彼

一
間

提

、
於

一如
來

性

ハ
所
二
以

永
絶

(
斯

由

誹

誘

一・作

二
大
悪
業

(
如

議
彼
獄
虫

綿
網

自
纒

而
無

二
出
庭

噛

一
闘

提
輩

亦
復

如
〆
是
」

(『
正
藏
』
十
二
、
八
九
三
丁
)

と

い
い
、
關

提

不
成
佛

を

立
脚

地

と
し
て

明

し
、
到

る
と

こ
ろ

に

「
但
除

一一
一
閲

提

一し

の
但
書

が
附

せ
ら
れ

て

い
る
。

そ

れ
を
曇

無
識
課

の

『
浬
葉

経
』

に
於

て
は

、
多

少
は
緩

和

し
て

、
何

れ
は
成
佛

す

る
も

の
と

い

う
方

向

に
持

つ
て
行

つ
元

の
で
、

こ
の
間

の
微
妙

の
取
り

扱

い
は
、

章
安

の

『
大
般

浬

契

維
疏
』
第

十

二
に
も
、
「
若

無

二
一
家

圓
別

之
義

一
如
何
消

レ
経

」
(『
正
藏
』
三
十
八
、

=

三
r
)
と

い

い
、

天

台

の
立
場

か
ら
苦

心

し
て
解

羅
を

加

え
て

い
る
な

ど
、

注
意

し
て
見

な
け

れ
ば
な

ら

ん
。

ま

π

、

こ
の
佛

性

に
は

理
佛

性

と
か
、

行
佛
性

と
か

い
う
議

論

も
あ
り

、

五
性
各

別

の
教

義
も

あ

ら
わ
れ

、
三

一
擁
實

の
論

事
も
起

つ

て
來

た

の
で

あ

る
が
、

こ
れ
等

は
敏

義
上

の
大
問

題

で
、
何

れ
も

、
そ

の
道

理
と

し
て
は
間

違

い
で
は

な
く

、
そ

の
読

明
と

し
て
、

い
ろ

い
ろ

と
分

れ

る
の
み

で
あ

る
。

ま

た

一
面
、
眞

如

早
等

の
理

よ
り
迷
界

縁

起

の
事
を
論

き
、

よ
く

折
衷

し
、
統

合

さ
れ
た

よ

う
な
議

論

を

す

る

『
起
信

論
』

の
如
き
読

も
あ

ら

わ
れ
、

教
義

と

し
て
は

一
般

に
よ
く

研
究

さ
れ

て

い
る
も

の
も
あ

る
。

七

『
起

信
論
』

は
、

今
吏

こ

こ
で

述

べ
る
ま

で
も
な
く

、

わ
れ
等

衆
生

の
根

本

心
を

説

い
て

い
る
。

そ

の
不
可

言

の
心
禮

を
眞

如

と

い
い
、

一
法

界
大

総

相
法
門

の
髄

に
名

づ

け
、
そ

れ
を

如
實

に
了

知

し
な

い
も

の
、

謂
ゆ

る

「
不

了

一
法
界

の
惑

」
を

無
明

と

い

い
、
眞

如
を

眞

本
有
圓
四成
佛
に
つ
い
て

二
三
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研

究

二
四

如
と
見
な
い
と
こ
ろ
に
無
明
が
念
起
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
箕
如
を
そ
の
ま
ま
に
見
れ
ば
不
起

一
念
で
あ
り
、
起
動
随
縁
の
差
別
動

な
き
根
本
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
に
見
な
い
で
、
少
し
で
も
分
別
に
動
い
て
差
別
の
妄
想
心
が
起
つ
た
と
す
れ
ば
、
最
早
や
、

そ
こ
に
は
眞
如
は
覆
わ
れ
て
仕
舞
う
。
し
か
し
、
覆
わ
れ
て
も
無
く
な
る
の
で
は
な
い
'
そ
の
自
罷
百
性
は
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
如
來

藏
と
呼
ん
で
い
る
・

そ
の
如
來
藏
は
前
に
も
述
べ
た
る
が
如
く
、
在
纒
凡
夫
の
畳
盟
を
指
し
た
語
で
、
眞
如
は
絶
封
の
見
方
で
あ
る
が
、
こ
の
如
來
藏
は
必

す
妄
法
に
封
し
て
の
名
で
あ
つ
て
、
妄
法
に
覆
わ
れ
て
い
る
畳
艦
そ
の
も
の
を
指
し
た
も
の
と
思
わ
ね
ば
な
ら
ん
。
そ
こ
で
、
そ
の
畳
盟

を
あ
ら
わ
す
爲
め
に
修
行
し
、
修
行
に
依
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
畳
禮
を
始
畳
と
い
い
、
修
行
に
關
係
せ
す
、
本
來
よ
り
有
る
不
染
の
理
を
本

畳
と
い
い
、
こ
れ
を
修
生
修
顯
す
る
と
こ
ろ
に
本
畳
は
意
義
が
あ
る
の
で
、
こ
の
本
畳
始
畳
は
爾
爾
相
侯
つ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な

る
。
故
に
各
宗
い
ろ
い
ろ
名
目
は
攣
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
意
味
は
充
分
に
読
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
畳
は
先
天
的
固
有
の
性
徳
と

も
い
い
、
本
有
の
理
に
當
り
、
始
畳
は
後
天
的
人
爲
の
修
徳
と
も
い
い
、
修
生
の
行
に
當
つ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
た
、
こ
の
本
畳
始
畳
の
な
か
、
本
畳
の
理
を
圭
に
す
る
か
'
始
畳
の
行
を
圭
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
つ
て
、
い

ろ
い
ろ
に
議
論
さ
れ
て
い
る
Q
し
か
し
、
こ
れ
は
相
封
的
の
議
論
で
あ
つ
て
、
こ
の
爾
者
は
離
し
て
は
議
論
は
成
り
立
た
ぬ
の
で
あ
る
Q

『起
信
論
]
に
於
て
も
本
畳
そ
の
も
の
は
眞
如
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
眞
如
は
絶
封
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
本
畳
の
名

は
な
い
。
本
畳
は
性
功
徳
に
約
し
て
読
く
と
も
い
い
、
醗
染
の
義
を
あ
ら
わ
し
て
、
始
畳
に
封
し
て
本
畳
の
名
を
與
え
た
と
も

『
起
信
論

義
記
』
に
は
設
明
を
加
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
古
、
日
本
で
は
本
畳
門
と
か
始
畳
門
と
か
い
い
、
或
は
本
畳
宗
、
始
畳
宗
と
か
い
う
て
、
特
に
本
畳
思
想
を
磯
揮
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
理
の
立
場
に
立
ち
、
性
功
徳
を
詮
い
た
も
の
で
、
か
の
眞
言
宗
に
於
け
る
弘
法
大
師
の

『
金
剛
頂
経
開
題
』
に
も
、

「
自
他
本
畳
佛
、
則
法
爾
自
畳
、
本
來
具
二足
三
身
四
徳
(
無
始
圓
二満
恒
沙
功
徳
ハ
所
謂
恒
沙
性
徳
者
、
五
智
三
十
七
智
及
塵
撒
春
屡
等

-不
防
観
二修
行
一不
レ待
二封
治
一
本
來
住
二此
法
爾
佛
位
剛
其
二四
種
法
身
馬
備
二塵
沙
蕪
嚴
一」
(『
弘
法
大
師
全
集
』
四
、
六
七
丁
)



と

い
い
、
高
野

山

の
宥
快

は

、

こ
れ

を
受

け

て
、

「
高

組

以
二
本
畳

門

一墨

}二

切
性
相

一」

(『
金
剛
頂
纏
開
題
紗
』
五
、

=
二
丁
)
と

い

い
、

新

義

の
運
傲

も
、
「
自
宗

本

畳
門
宗

旨
故

、
最

初
登

心

、
可
γ
局

二
本
有

一」

(『
大
日
経
疏
談
義
』
三
、
二
丁
)
と

い

う
て
、
本

畳
門
法

爾
本
有

表
徳

の
宗

骨

を
あ

ら
わ

し
て

い
る
。

ま

た
天
台

宗

に
於

て
も
、

そ

の
敏
相

門

の
立
場

に
於

て
、
天

然

の
性
徳

、
自
然

の
妙
諦

を
詮

き
、
法

性
自
爾

の
徳

を
あ

ら
わ
す

こ
と
を

圭

と
な

し
、
本
畳

門

の
思
想

で
は

あ

る
が
、
特

に
日
本

の
慧

檀

二
流

に
封

し

て
は
、
本

畳
門

の
相
傳

と
か
、
始

畳
門

の
相
傳

と
か

い

う

こ

と
を
詮

き
、

そ

の
な

か
、
慧

心
流
は

こ
の
本
畳

門

の
相
傳

で
あ

っ
て
、
慧

心
に
は

『
本
畳
讃

』
『
本
畳
讃

繹
』

の
述
作

も
あ
り

、
叡

山
の
横

河
、
西
塔

、

無
動
寺

の
三
所

に
蛮

展

し
、
鎌

倉

時
代

に
は

都
慧

心
、

田
舎
慧

心

の
二
者

に
分

れ
、
猫

り
慧

心
流

の
天

下

と
な

つ
た

観
が

あ

る
oま

た
華
・嚴
宗

は
、
宗

祀
賢

首

大
師

が

『
起

信
論

義
記

』
を

製
作

し
、
そ

の
著

述

の

『
華

嚴
五

教
章
』
『
探

玄
記

盟
『
妄
鑑

還

源
観
』

な
ど

到

る

と

こ
ろ

に
本
畳

始
畳

の
語

を
用

い
、
澄

観

ま
た
盛

ん

に
始
本

不

二
を
詮

き
、
そ

の
弟

子

の
宗

密

に
至

つ
て
は
、
特

に

『
圓
畳
経

』

に

依

つ
て
悟

つ
た

と

い
い
、

『
圓

畳
経
』

の

「
始

知
衆
生

本
來

成
佛

」

の
名
丈

に
封

し
て

、

『
略

疏
』

に
本

畳
始

畳

の
語

を
用

い
て
繹

し
、

更

に

『
原
人

論
』

の

『
一
乗

顯
性

教
』

の

と

こ
ろ

に
も
、

「
一
切
有

情

、
皆
有

二
本
畳

眞

心
納
無

始

已
來
、

常
佳

清
浮

、
昭

昭
不

レ
昧

、
了
了
常

知

、

亦
名

二
佛

性

(
名

二
如
來
⊥減

一」

(『
正
藏
』
四
十

五
、
七

一
〇
丁
)

と
い

い
、
『
華
嚴

経
』

如
來

性
起

品

の
経
文

を
引

用

し
て

、
本
來
是

佛

の
義

を
明

し
、
「
須

下
行

依
二
佛

行

ハ
心
契

二佛

心

肖
返
本
還

源

、
断
中

除

凡
召
上
」

と
警

告

し
て

い
る

が
、

こ
れ
等

は
、

と
も

に
本

畳

に
依

つ
て

い
る
こ

と
は

明
か

で
あ

る
Q

ま

た
、
華

嚴

の
澄

観
、
宗

密

の

二
人
は
輝

に
も
親

し

み
、
よ
く

灘
思

想
を
読

い
て

い
る
Q

そ

の
な

か
、
特

に

注
目
す

べ
き

は
、
弾

敏

一

致

の
思
想

を
設

け
る
{示
密

の

『
騨

源
諸
詮

集
都

序
』
『
中

華
傳

心
地
檸

門
師
資

承
襲

圖
』

で
あ

つ
て
、

そ

の
内
容

は
、

い
う
ま
で
も

な
く

本
畳

思
想

で
、

不
修

不
断

、
本
來

成
佛

の
義

意

を
あ

ら
わ

し
て

い
る
Q

本
有
圓
成
佛
に
つ
い
て

二
五
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一一
六

「
携

伽

経

云
、

如
來

藏
是

善
不

善
因

、
能
遍

興

・造

一
切
趣
生

↓
受
二
苦
樂

(
與
7
因
供

、

又
佛

語

心
、

経

云
、

或
有

佛

刹

↓

揚
眉

動

晴

、
笑

欠
馨

飲
、
或

動
揺

等
皆

是
佛

窮
、

飢
悟

二
解
之

斑

ハ

一
切
天

眞
自

然
、
故

所
二
修

行

一
理
、
宜

順

レ
此
、
而

乃

不
二
起

ソ
心
噺

フ
悪
、
亦

不

二
起
〆
心
修
ア
道

、
道

即
是

心
、

不

レ
可

ミ
將

ン
心
還
修

=
於

心
一
悪

亦

是

心
、

不

三將

レ
心
還

噺

=
於

心

↓
不

レ
断
不

γ
造

、

任

運
自

在
、

名

爲
二
解

脆
人

一し

(『
掛
波
丈
庫
本
葺

九
六
丁
)

こ
れ

は

『
騨
門
師

資
承

襲
圃
』

に
於

け

る
洪

州
宗

の
宗

意
を
説

い
た

一
節

で
あ

る
が
、

こ
れ

等
不
修

不
断

の
読

は

、
本
畳

思
想

を
最
高

潮

に
ま
で
達

せ
し
め
た

と

き
の
論

相
で
あ

る

と
思

わ
ね
ば

な

ら
ん
。

八

元

來

、
本
畳

思
想

は
、

本
來
成
佛

の
義
を

主
張
す

る
の
で

あ
る
か

ら

、
敏
乗

に
於

て
は

、
や

や
も
す

れ

ば
、
そ

の
敏
理

の
優
秀

な

る

こ

と
を
読

き
、

そ

の
行

道

に
於

て
は
輕
く

見

て

い
る
傾
向

が
あ

つ
た
。

そ

れ

に
封

し
て
弾
門

は
、
寧

ろ
行

に
軍
貼

を
置

き
、
道

元
樺

師

の
如

き

も

、
盛

ん
に
學
道

と
か
辮

道

と
か

い
い
、
更

に
縄
戒

を

も
論

い
て

、
嚴

粛

な

る
行
持
を
基

揚

し
て

い
ら
る

る
の
で

あ
る

が
、
今

は

、

し

ば

ら
く

本
畳

思
想

を
如
何

に

取
り
扱

つ
て

い
た

か
を

一
考
す

る
爲

め

に
、
天

桂

の

『
騨

耳
弾
琴

』
か

ら
読

い
て
見

よ
う
。

そ

の
第

一
巻

に

は

「
本

成
佛
義
」

と
題

し
て
、

そ

の
巻
頭

に

、

「
夫

一
切
衆
生

本
來
威
佛

義
者

、
三
世

十
方
無

鑑
劫

界

、

一
切
諸

佛

、
出

世
本

懐
、
秘

密
法

藏

、
微
妙

玄
談

也

、
然
以

レ
難
レ
有

二
信

ン
之

者

一故

、
諸

大
乗

維
中

、
難
三
頗
有

二秘

密

之

語
、
隠
覆

之
論

ハ
而

顯
露

論
丈

、
除

二
圓
畳

経

一外

、

未
三
曾
見

二
聞

之

一」

(『
輝
琴
』
一
、

一
丁
」

と

い

い
、
そ

の
微

隠
な

る
本
來

成
佛

の
経

文
を

大
約

七

十
筒
所

ば
か

り
引
用

し

、
ま
た
論

丈

も
交

え
、
道

元
古

佛

の
語
も

取
り

、
本
來

と

は
本
有

に
非
す

、

亙
古

亙
今

の
故

に
始
有

に
も
非

す

、
今

日

の
心
是

れ
本
來

成
佛

の
心
、

粂
く

二
心
な

し
、
今

日

の
自
己

の
身

心
、

是
れ

本
來

正
畳

の
身

心
で
あ

る

と

い
い
、

こ
れ

に
は

生

も
な

い
、

滅

も
な

い
と

い
う
て
、

絶

封
道

を

あ
ら

わ

し
て

い
る
よ

う
で
あ

る
。

そ

の

他

、

[
騙

耳
弾
琴
』

第

二

に
は

コ

生
成
佛
L

第

四

に
は

「
佛

性
有

無
」

第

五

に
は

「
性
善

性
悪
」

な

ど
を
畢

げ

て
論

じ

て

い
る

が
、
た



だ
蝕

り

に
も

不
得

要
領

の
維

文
を
多

く
引

用

し
て
、

そ

の
趣
U
-4
の
徹
底

さ

に
は
漠

然

と

し
た

と

こ
ろ

が
あ
る
。

天
桂

の
著

述
と

し
て
は

、

寧

ろ

『
報

恩
編

』

三
巻

の
如

き

が
徹
底

し
た

と

こ
ろ
が

あ
り
、
孤

高

の
宗
乗

を
遺

憾
な
く

あ

ら
わ

し

て

い
る

よ
う

に
思

う
。

す
な

わ
ち

、

そ

の
中

巻

に
、

「
本

具
圓

成
、

全
無

二
移
易

納
謂

二
之

如
如
不

動

{
到

二
這

裏

一猫

言
二
如
如

一
早
是

攣
了

也
、
綴

起

二佛

見

法
見

一
謂
二
之

動

円
故

云
動
威

二案

臼

、
案

臼

者
塞

訣
義

、

叉
集

窟
義

、
差

落
顧

停
者

、
若
見

ミ
毫
麓

有

二
差
異

輔
則

早
堕

二
顧
念

停
思
妄

識

し

(『
曹
洞
宗
全
書
』
注
解
三
、
五
七

三
丁
)

と

い
い
、
『
寳

鏡

三
昧
』

の

「
動
成

二
案

臼
ハ
差

落
二
顧

狩

一」

の
丈
を

解

し
た
.と

こ
ろ

で
あ

る
が
、

元
來
、

洞

上
の
宗

乗
は

圭
と

し
て

正
偏

五

位

の
法
か

ら
出

て

い
る
。

こ
の

「
正
偏

五
位

も
、

も

と
是
れ

一
位

、

一
位
帥
ち

無
位
、

共

に
是

れ
無

位
中

の
幻
位

」

と
も

い
う
て
、

こ

の
無
位

無
物

の
と

こ
ろ

、
天

地
未
分

巳
前

、
眞

如

の
有

ら
ざ

る
巳
前

、
法
身

の
光

り
を

あ
ら

わ
さ

ざ

る
巳
前

に
立

つ
て
、
そ

こ
か
ら

日
用

光

中

、
不

可
思
議

の
神

化
妙

用
を
見

ん

と
す

る

の
が
曹

洞
宗

の
詮

く

と

こ
ろ
で
あ

る
。
故

に
曹

山

は

「
若

佛
出

世
也

急
籔
、

若
佛

不
出

世

也
急
磨

、

所
以

千
聖
萬

.簸
皆

録
二
正
位

一
承
當
」
(『
曹
洞
二
師
録
』
七
二
丁
)
と

い
い
、

天
桂

は

こ
れ

に
封

し
て

「
正
之

一
字
、
洞

上
直

指

標
的

也
」
(『
五
位
緋
的
』
=
二
丁
)
と
も

い
う

て

い
る
Q

こ
の
正

位
は
室

界
無

物

の
と

こ
ろ
と

い

い
、
佛

界

の
本

然
清

浮

の
と

こ
ろ
を
指

す
。
す

な

わ
ち

本
有

圓
成
佛

の
端
的

で
あ

つ
て
、

面

山
は

『
寳

慶

記
聞

解
』

に
、

こ
れ
を

卒
易

に
次

ぎ

の
如
く
詮

い
て

い
る
◎

「
少

も
き

た
な

い

こ
と
無

し
、
故

に
浮
菩

提

心
と

云

ふ
。

そ
れ

が
向

と
和
合

す

る
と
け

が
る

玉
。

違

境

に
逢

ば
…瞑
り

、
順

境
に
向

へ
ば

愛

し
、
そ

れ
か

ら

六
道

輪

廻
を

こ
し
ら

へ
、
貧

瞑
擬

で
浮

菩

提
心

を
け

が
す
也
。

和
合

せ
す

に
本

に
も

ど
つ

て
み

ゐ
と
、
佛

に
か

わ
ら

滋
。

地
獄

の
衆
生

も
成
佛

す

る
。

本

か
ら

持
て
居

る
ま

」
に
す

る

と
如
來

に
同

じ
」

(『
曹
洞
宗
全
書
』
注
解
四
、
二

=

丁
)

ま
た

天
桂

に
は
、

別

に

『
六
組
壇

維
海

水

一
滴

㎞
五
巻

が
あ

つ
て
、

本
分

的

の
義

解

が
多

い
。

喩

え
ば

『
壇

経
』

の

「
菩
提

自
性

、
本

來

清
澤
」

の
文
を

解

し
て
、

「
當
レ
知
、
瀧

レ
手

無
二
一
物
可
ン
得
、

徹
根

無
一二

法
可

γ
棄
者

一
本

然
清
浮

無

「「他
故

一
是

汝
自

己
常
分

也
」

(『
海
水

一
滴
ヒ

、
七
丁
)

本
有
㎞閲
成
佛
に
つ
い
て

二
七



、、輝

學

研

究

二
八

と

い
い
、
更

に
菩

提
も

煩
悩

も
、
共

に

是
れ
自

心
分

別

の
名

字

で
あ

つ
て
、

そ

の
本
性

は
無
生

で
あ

り
室

で
あ

る
と
詮

い
て
絶

封

の
本
分

を
示

し
、
そ

こ
に
は
修

と
誰

と
分

つ
べ

き
も

の
は
何

物
も
な

い
と
繹

し
て

い
る
Q

こ
れ
は

道

元
古

佛

の
謂
ゆ

る

「
道
本

圓
成

、

孚
假

=
修

讃

こ

(『
普
勧
坐
輝
儀
』)

と
か
、
「
須
信

下
自

己
本

在
二
道
中

ハ
不
二
迷

惑
↓

不

二顯

倒

↓
無

二
増
減

納

無
中
謬
誤

と

(『
學
道
用
心
集
』
)
と

か
、

或

は

『
正
法

眼
藏

b
辮
道

話

に
於
け

る

「
こ
の
法
は
人

人

の
分

上
に
ゆ

た
か

に
そ
な

は
れ

り
し

と
か

い
う
意
味

と
同

じ

こ
と
に
な

る
。

し
か

し
、
曹

洞
宗

に
於

て
は

、

「
人
人

の
分

上

に
ゆ

た
か

に
そ

な
は

れ
り

と

い

へ
ど

も
、

い
ま

だ
修

せ
ざ

る
に
は

あ
ら

は
れ
す

、
誰

せ
ざ

る

に

は

う
る

こ
と
な

し
」

(『
緋
道
謡
』
)

と

い

い
、
そ

こ
に
修

と
誰

と
を
立

て
て
は

い
る
が
、

こ
れ

も
修

諮

一
等

の
上

の
修

と
謹

と

で
あ

つ
て
、

『
辮
道

話
』

に
も
、

「
佛

法

に
は
修
讃

こ
れ

一
等

な
り
、

い
ま
も

讃

上

の
修

な

る
ゆ
え

に
、

初
心

の
辮

道

、

す

な

わ
ち
本

諮

の
全
盤
な

り
、

か

る
が
ゆ

え

に
、
修

行

の
用

心
を

さ
つ
く

る

に
も
、

修

の
外

に
誰
を
ま

つ
お
も

ひ
な
か

れ

と
を

し
ふ
」

(『
岩
波
文
庫
本
』
上
、
六
五
丁
)

と

い

い
、

わ
れ
わ

れ
修

の

と

こ
ろ

に

「
本
有

圓

成
佛

」

の
全

罷
は

あ

ら
わ
れ
、

佛

作
佛

行

と
な
り
、

威
儀

即
佛

法
、

作
法

印
宗

旨

の
尊

い

行
持

と
な

つ
て
、

そ

こ
に
本
誰

妙
修

の
意

味

が
日
常
底

に
、

充
分

に
徹

す

る
と
見

る

の
が
洞

上

の
宗

乗

で
あ

ろ
う
。

九

次
に
臨
濟
{示
に
於
て
は
公
案
輝
と
い
わ
れ
、
修
行
と
か
見
性
と
か
を
矢
釜
し
く
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

一
慮
、
始
畳
{示
の
如
く
見
る
人

も
あ
る
が
、
そ
の
賢
は
本
畳
宗
で
あ
る
。

「
本
有
圓
成
佛
」
を
學
揚
ず
る
の
が
向
上
の
宗
乗
で
あ
る
。
も
と
よ
り
本
畳
始
畳
は
比
較
上
の

話
で
、

一
時
的
に
い
う
名
目
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
臨
濟
宗
は
本
畳
始
畳
を
超
出
し
た
宗
旨
で
あ
る
。
何
物
に
も
依

つ
て

い
な

い
。
無
依
で
あ
る
Q
本
畳
依
に
あ
ら
す
、
始
畳
依
に
あ
ら
す
、
眞
個
に
無
依
の
と
こ
ろ
を
臨
濟
大
師
も
魁
・揚
し
て
い
ら
る
る
の
で
、
そ
の

根
本
の
と
こ
ろ
を
、
し
つ
か
り
と
把
得
及
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ん
。

そ
の
根
本
の
と
こ
ろ
を
呼
ん
で

「
本
有
圓
成
佛
」
と
い
う
て
い
る
が
、
こ
れ
は
時
閤
的
に
も
察
間
的
に
も
超
出
し
て
い
る
も
の
で
、
謂



ゆ

る

・『
信

心
銘
』

に
於

け

る

「
一
念
萬

年
」

で
あ

り
、

「
十
方

現
前
」

で
あ

る
o

竪

に
も

横

に
も
無

盤
無

鑑

で
あ

る
か
ら
、

わ
れ

わ
れ

衆

生

の
分

別
智

で
は

名

が
附
け

ら
れ

な

い
Q

趙

州
は

「
本
來

人
」

と

い

い
、

ま
た

「
學

人

の
自
己
」

と
も
喚

ん

で

い
る
が
、
臨

濟
は

「
這
箇

無

依

の
道

人
」

と
直

指

し
、
帥

今

目
前

孤
明

歴

々
地

に
、
曾

て
藏

さ
す
、

露
堂

々
と
あ

ら
わ
れ

て

い

る
這

箇
そ

の
も

の

と
穗

し

て

い
る
。

し
か

し
、

こ
れ

を
悟

ら

ぬ
わ
れ

等
凡
夫

で

は

、
そ
れ

を
實
際

に
把

得

及
す

る

こ
と
は
出
來

ぬ
。

見

性

し
て
始

め
て
、

そ

の
本

罷
を

見
、

そ

れ

を
我

が
も

の
に

し
て
佛
作

佛

行
す

る

こ
と

が
出
來

る
と

い
う

の
で
、

先
す

、

そ

の
迷
人

と
悟

人

と
の
相
違

に
っ

い
て
、

大
珠

の

『
頓

悟

要
門

』

に
は
、

次

ぎ
の

よ

う
に
詮

い
て

い
る
。

「
見

性
者

邸
非

二
凡
夫

(
頓

悟

一上
乗

一
超
レ
凡
越

γ
聖
、
迷

人
論

レ
凡

論
レ
聖
、
悟

人
超

二
越

生
死

浬
葉

↓
迷

人
論
γ
事
読
ソ
理
、
悟

人
大

用
無

方
、

迷
人

求
レ
得
求
γ
諮

、
悟

人

無
γ
得

無
γ
求
、

迷
人
期

二
遠
劫

囲
諮

入
頓

見
」

(『
諸
方
門
人
滲
問
語
鎌
』
下
、

一
一
丁
)

こ
こ
に

い
う
見

性
は
、

つ
ね

に
臨

濟
宗

に
於

て
詮
く

宗
乗

の
第

一
義

關

で
あ

る
。

六
狙
大

師
先
す

唱

え
、
馬

組

、
大
珠

も
、

こ
れ

を
傳

え
、
支
那

の
大
慧

、
日

本

の
白
隠

も
、
特

に

こ
れ

を
磯
揮

し

て

い
る

こ
と
は
事
實

で

あ
る
。

た

と
え
本

有
圓

成
佛

と

い
え
ば

と
て
、

そ

の

ま
ま
佛

で
あ

る

と

い
う
の
で
は

な

い
。

凡
夫

の
そ

の
ま
ま

を
肯
定

し
て

い
る
の

で
は
な
く

、

そ

こ
に
は

越

え
ら
れ

な

い
見

性

の
關

門

の
あ

る

こ
と
を
忘

れ

て
は

な

ら
ん
。
す

な

わ
ち

、
そ

の
佛

で
あ

る

と
肯

定
す

る

の
も
、

そ
れ

に
は

否
定

を
経

て

の
肯

定

で
あ

つ
て
、
そ

の

ま
ま

の
裏

に
は
、

そ

の
ま
ま
な

ら

ぬ
苦
行

を
経

て

の
そ

の
ま
ま

で
あ

る
。

血
滴

汝
の
苦

行

が
最

も
尊

い
の
で

、
そ

の
苦
行

を
経
す

し
て
、

一
足

飛

び
に
は
行

け
ぬ

の
で

あ

る
。

も
ち

ろ

ん
、
そ

こ
に
は

一
足
飛

び
の

極
大
頓
機

の
人
も
な

い
と
は

い
わ

ぬ
、
寧

ろ

こ
の
極
大
頓

機

、
言

い

換

ゆ
れ

ば
褒

心
帥
到

の
機

と
か

、
無

修
無

誰

の
大
機

が
暉
宗

所
被

の
機

根
分

別
か

ら

い
え
ば

、

正
機

の
人

に
當

る

と

い
わ
ね
ば
な

ら

ぬ
で

あ

ろ

う
。

螢

山

の

『
三
根
坐
暉

詮
』

に
も
、

「
上
根

坐
輝

者

、
不
γ
畳
二
諸

佛
出

世
之

事

一
不
レ
悟

二
佛
組

不
傳

之
妙

↓
飢
來

喫
飯

、

困
來
打

眠

、

非

下
指
二
萬

象
森

羅

一
以
爲
中
自
己
上
、

畳
不

畳
倶

不
ン
存

、
任

運
堂

堂
只
盛

正
坐

、
錐
二
然
如
ア
是

、
於

二
諸

法

門不

レ
分

、
異

二
萬

法

一
不
レ
昧

　
」

(『
榮
山
涛
規
』
末
尾
九
丁
)

と

い
い
、

こ
れ

が
臨

濟
大

師

の
謂
ゆ

る

上
上
根

器

の
人
で
、
境
法

人
倶

に
奪

わ
す
、
出
格
見

解

の

「
本
來
人
」

と

い
い
得

る
人
で
あ

ろ

う
。

本
有
圓
成
佛
に
つ
い
て

一一
九



縄

學

研

究

三
〇

實
に
立
派
な
天
然
の
大
宗
匠
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
曉
天
の
星
よ
り
も
、
そ
の
激
極
め
て
少
な
く
、
稀
れ
の
な
か
の
稀
れ
に
見

る
大
宗
匠
で
あ
る
。

輝
宗
本
來
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
か
か
る
大
宗
匠
の
み
の
出
世
を
理
想
と
す
る
の
で
、
曹
洞
宗
に
い
う
本
誰
妙
修
の
人
も
、
そ
れ
を
指

す
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
、
こ
の
本
誰
妙
修
を
、
ほ
ん
と
う
に
實
践
し
得
る
人
が
何
人
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
臨
濟
宗
に
い
う
大
機
大

用

「
那

一
人
し
底
の
人
が
、
何
人
こ
の
世
に
出
世
開
堂
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
輝
語
に

「
一
筒
牛
筒
」
と
い
う
こ
と
を
詮

い
て

い
る

が
、
實
に
一
箇
牟
箇
の
出
世
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
澤
山
に
あ
り
得
る
こ
と
は
決
し
て
無
い
。
し
か
し
、
こ
の

一
箇
牛
筒
の
大
宗
匠
の
み
に

依
つ
て
、
正
法
は
相
績
さ
れ
、
宗
旨
は
嚢
揚
さ
る
る
の
で
あ
る
。
文
字
法
師
の
義
解
の
如
き
は
宗
旨
の
門
外
に
あ
つ
て
、
取
る
に
足
ら
ん

が
、
そ
の
門
内
に
あ
る
宗
匠
と
難
も
、
若
し
夫
れ
相
似
の
騨
人
で
あ
り
、
分
別
の
徒
、
名
利
を
追
う
の
俗
漢
な
り
と
せ
ば
、
こ
れ
實
に
揮

宗
の
宗
旨
を
毒
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
Q

こ
の
榔
宗
の
宗
旨
は
法
器
に
の
み
依
る
。
宗
旨
の
相
績
は
編
え
に
大
宗
匠
の
出
世
に
の
み
か
か
つ
て
い
る
の
で
、
我
が
輝
宗
、
特
に
臨

濟
灘
に
於
て
は
修
行
に
重
き
を
置
き
、
見
性
の

一
大
事
を
眼
目
と
し
て
眞
に
徹
底
さ
す
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
故
に
、
こ
の
見
性
の

一
大

事
を
徹
底
的
に
透
過
し
得
た
人
は
、
そ
の
亭
素
の
行
持
が
無
心
で
あ
る
。

脆
酒
自
在
で
あ
つ
て
、

如
何
な
る
と
き
に
も
、

よ
く

「
本
來

人
」
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
『信
心
銘
』
の
謂
ゆ
る

「
虚
明
自
照
、
不
レ
勢
二心
力
」

底
の
人
で
、
つ
ね
に
事
に
鍋
れ
す
し
て
而
か

も
能
く
知
り
、
縁
に
封
せ
す
し
て
而
か
も
能
く
照
す
と
い
つ
た
聖
境
の
人
で
あ
り
、

「
本
有
圓
成
佛
」
の
當
髄
そ
の
も
の
と
推
賞
す
る
こ

と
の
出
來
る
人
で
あ
る
。

ま
た
、
か
か
る
立
派
な
上
根
の
法
器
に
達
す
る
ま
で
に
は
、
中
下
根
の
法
器
の
人
も
捨
て
て
は
な
ら
ん
。
榮
山
の
謂
ゆ
る
中
根
は
傍
機

の
人
で
あ
り
、
下
根
は
結
縁
機
の
人
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
中
下
根
の
人
あ
り
て
始
め
て
宗
旨
は
成
り
立
ち
、
ま
た
相
績
も

さ
れ
る
ご
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
門
外
の
人
よ
り
門
内
の
人
と
な
り
、
中
下
の
人
と
な
り
申
下
の
人
よ
り
上
根
の
人
の
聖
境
に
進
み
行

く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
次
第
経
歴
め
漸
機
も
、
あ
な
が
ち
輕
覗
し
て
な
ら
ん
と
思
う
。
寧
ろ
こ
の
申
下
根
の
人
が
尊
い
と
い
う
も
の
で
、



猫
り
上
器
の
み
を
奪
軍
せ
ば
、
却
つ
て
一
箇
の
上
慢
人
を
作
る
に
過
ぎ
す
と
卍
山
も

『
三
根
坐
輝
詮
』
の
経
り
に
附
記
し
て
い
る
。

か
の
敏
乗
の
宗
旨
に
於
て
も
、
本
有
表
徳
を
主
張
し
、
本
畳
門
の
み
を
力
読
し
て
、
凡
夫
の
そ
の
ま
ま
を
肯
定
し
た
が
爲
め
に
、
日
本

中
古
に
於
て
は
、
煩
悩
印
菩
提
、
婬
欲
帥
是
道
を
悪
用
視
し
、
種
々
な
る
邪
道
の
横
行
し
た
時
代
が
あ
つ
距
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
心
あ
る

組
師
は
大
に
憂
慮
し
、
特
に
器
と
法
と
の
關
係
を
重
く
硯
て
、
如
何
に
せ
ば
、
こ
の
本
來
威
佛
思
想
の
訣
陥
を
是
正
す
る
こ
と
が
出
來
る

か
と
考
え
、
時
に
は
正
像
末
の
三
時
思
想
を
論
い
て
、
道
徳
的
反
省
を
促
し
、
時
に
は
還
相
同
向
の
義
を
加
え
て
、
宗
教
的
信
念
を
起
さ

せ
、
或
は
正
法
に
値
遇
す
る
こ
と
の
難
き
を
論
き
、
佛
組
に
封
す
る
報
恩
的
行
持
を
保
た
せ
、
ま
す
ま
す
感
謝
の
生
活
に
入
ら
し
め
ん
と

努
め
た
事
實
は
、
こ
れ
み
な
、
こ
の
本
畳
門
的
堕
落
の
弊
を
救
濟
せ
ん
と
し
て
の
意
岡
を
、
そ
こ
に
含
ま
せ
て
い
た
こ
と
は
否
定
出
來
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
o

十

と
に
か
く
本
畳
門
の
思
想
は
一
面
、
危
瞼
極
ま
る
思
想
の
弊
害
が
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
思
想
そ
の
も
の
は
、
褒
展
的
佛
教
の
精
髄
を

示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
本
畳
門
の
思
想
は
、
あ
ま
り
に
も

一
切
肯
定
圭
義
を
と
つ
て
い
る
か
ら
、
凡
夫
の
そ
の
ま

ま
と

思

い
、
修
行
な
く
し
て
佛
道
を
成
じ
た
如
く
考
え
る
の
で
、
そ
こ
に
堕
落
思
想
の
危
瞼
が
生
じ
て
く
る
。
故
に
、
前
に
述
べ
た
る
が
如
く
、

法
と
器
と
の
問
題
が
矢
釜
し
く
い
わ
れ
る
の
で
、
わ
が
輝
宗
に
於
て
も
、

一
切
を
肯
定
す
る
本
畳
門
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
一
線
を
引

い
て
、
「
わ
が
宗
門
に
入
ら
す
ん
ば
」
と
か
、
「
た
と
え
、
わ
が
宗
門
に
入
り
て
も
、
見
性
せ
す
ん
ば
」
と
か
、
更
に

「
一
箇
孚
箇
の
具
眼

底
の
み
」
と
か
い
う
て
、
こ
の
具
眼
底
の
人
々
に
し
て
始
め
て
一
切
を
肯
定
し
、
そ
の
人
の

一
學
手

一
投
足
を
佛
法
底
の
人

と
し

て
許

し
、
宗
門
の
棟
梁
と
し
て
あ
が
め
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
絵
他
の
宗
旨
に
於
て
も

「
絵
教
無
得
道
」
と
い
い
、
あ
な
が
ち
暉
宗
の
み
が
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
本
畳
門
的
思
想

は
、
す
で
に
本
來
成
佛
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
出
畿
し
て
從
果
向
因
的
の
下
化
の
行
が
活
澄
に
動
い
て
く
る
と
い
う
も
の

本
有
圓
成
佛
に
つ
い
て

ここ
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三
二

で
、

こ
れ

も
、
そ

の
宗

旨
宗

旨

で
個
有

の
詮

明
を
施

し

て

い
る

こ
と

は
事
實

で
あ

る
。

い
か

に
法

の
甚

深

の

み
を
詮

い
て
見

て

も
、
そ

れ

が
唯
だ

理
論

の
み
で
は

、
宗

敏

と
し

て
何

等

の
便
値

も
な

い
。

若

し
、

こ

の
本

畳

始

畳

に

つ
い
て
、

極
端

に

い
う
な

ら
ば

、
本

畳
門

で
は

、
み
な

巳
成

の
佛

で
あ

る

に
し

て
も

、
始
畳

門

で
は
繹
尊

以

外
、

こ
の
土

に
於

て
は

未
成

の
佛

の

み
と

い
う

こ
と

に
な

る
Q

故

に
、

か

の
震

旦

の
羅
迦

と
ま

で

い
わ
れ

た
天

台
大
師

で
す
ら

、
そ

の
臨
絡

の
と
き
、

弟
子

智
朗

の
問

に
封

し

て
、
「
吾

不
レ
領

レ
衆

必
浮

二
六
根

(
爲

レ
他
損

レ
己

、
只

是
五
品

位

耳
」

(『
正
藏
』
五
十
、

一
九
六
丁
)
と
言

明

せ
ら
れ

た
と

い
う

が

如

き
は
、
實

に
、
そ

の
行

の
重

き
を

知
り
、

位

の
低

き
を
痛
感

せ
ら
れ

た
か

が
分

る
Q

も

ち

ろ
ん
、
修

行

に
目

ざ
め

、
修

行

に
綿

密

と
な
れ

ば
、

な

る
ほ
ど

、
そ

の
位

は
、

ま
す

ま
す

低

い
と

こ
ろ

に
あ

る
の
を

自
畳
す

る
。

ま
た
そ

れ

が
實

に
奪

い
行

持

で
も
あ

つ
て
、
却

つ
て
そ

の
人

を
高

い
と

こ
ろ
に
置
く

Q

そ

こ
で
、
行

の

立
場

に
立

て
ば
始

畳
門

で
、

永
劫

に
低

い
と

こ
ろ

の
凡
夫

で
あ

る
。

そ

し
て
、

そ

の
行
は

鑑
未

來
際

に
績

け
ら

る

べ
選

も

の
で

あ

る
が
、

し
か

し
、
誰

は

そ

の
な

か

に
あ

る
の

で
、
別

に
誰

と

い
う

「
得
ら

る

べ
き

一
法

も
な

い
」

と

い
う

の
が
修

讃

一
等

の
意

味

に
な

る
。

ま

た
、

そ

の
行

が
下
化

衆
生

の
行

と

い
う
面

に
動

い
て

、
審

未

來
際

の
救

濟

と

い
う

こ
と
に
な

れ
ば

本
畳

門

で
あ
り
、

そ

れ

が
繹
尊

下
化

の
根
本

精
紳

に
も

合
致

し
、

心

性
本
浮

の
義

を
あ

ら

わ
す

上

に
も

通
じ

、

ま

た
敏

乗

に
読
く

「
本

畳
下
縛

し
「
法
身

流
縛

」

「
法
身
古
業

」

な

ど
、

か
す

か

す

の
論
題

を
読

明
す

る

の
に
、
大

に
論

旨

が
徹
底

し
て
く

る

の
で
、

こ
の
本

畳
門

の

立
場
か

ら

い
え
ぱ

、

そ

の
行

が
下
化

と
な

り
、

下

化

に
は

、
そ

の
化
虚

を
迷

界

と
定

め
ね

ば
な

ら
ん
Q

生

天
を
願

わ
す

、
解

脆

を
欲

せ
す

、

永
く

衆
生

の
苦

し

む
迷
界

に
あ

り
、

そ

の
苦

海

に
沈

ん
で

こ
そ
、

佛
道

を

行
じ
、

大

悲

の
行

願

を
菓

す

こ
と
が
出

來

る
と

い

う
も

の
で
、

こ

こ
に
佛

道

と

は
、
煩

憐

の
泥
中

に
あ

つ

て
、

そ

こ
に
下
化

の
万
行

を
積

む

と

い
う

こ
と
に
な

つ

て
く

る
。

す
な

わ

ち
、
そ

の
の
例

を
畢
げ

る
な

ら
は

、

昔
、
婆

子

が
あ

つ
て
、
趙

州

に
問

う

て
曰
く
、

「
婆

は

是
れ

五
障

の
身
、

如
何

が
冤

れ
得

ん
」

と
、
趙

州
そ
れ

に
答

え

て
曰
く

、

「
一
切

の
人
は

生
天

を
願

い
、
婆

は

永
く
苦

海

に
沈

ま
ん

こ
と
を

願

う
」

(『
古
則
全
集
』
三
六

=

則
)

と
あ

る
が
、

こ
れ

は
婆
子

を

し
て

衆
生
救

濟

の
行
願

に
徹

す

る
よ

う

に
と

示
し
た

も

の
で
あ

ろ

う
。



ま

た
、
趙

州

の
上
堂

の
語

と

し
て
、

「
佛

是
煩
悩

、

煩
機

是
佛
し

と
も
論

い
て

い
る
。

そ

こ
で

一
檜

が
あ

つ
て
、
問

う
て

曰
く

、

「
未

審

、
佛

是

誰
家

煩
悩

」

と
、
そ

れ

に
封

し
て
趙

州
は

、
「
與

二
一
切
人

"煩

悩
」

と
答

え
、

更

に

「
如
何
冤

得
」

と
問

え
ば
、

「
用
・
菟
作
盛

」

(『
正
藏
』
五
十

一
、
二
七
七
丁
)

と
答

え

て

い
る
が
、

こ
の
老
古
佛

の
答

虚
底

は
賢

に
醍

醐
味

が
あ

る
。

煩
憶

よ

り
冤
れ

て
、

そ

こ
に
何

の
衆

生
濟
度

の
悲
願

を
果

す

こ
と

が
出

來

よ
う

や
。

煩

悩

の
泥
中

と

い
わ

る
る
な

か

に
於

て
、
そ

こ
に
住

み
、

煩
悩

の
そ

の
ま

ま
を

用

い
て
接

化
無
窮

の
方
便

を
垂

れ

よ

と

い
う
の

で
あ

る
。

か

の

『
維
摩

経
』

の
佛
道

品

に
も
、

佛
道

は

如
何

に
通
達
す

べ
き

や

と
丈
殊

が
問

い
、
維
摩

は
、

そ

れ

に
答

え

て

「
菩
薩

、
非

道

を
行

ぜ
ば
、

是
を

佛
道

に
通

達
す

と
爲

す
」

と

い

い
、

三
十

一
の
非

道
印

道
を
畢

げ

て

い
る

が
、
要
す

る
に
佛
道

を
行
す

る
に
は

、
迷
界

に
住

み
、
迷
界

の
も

の
を

救

う
と

こ
ろ

に
佛
道

は
あ

ら

わ
れ
、
佛

道

に
は

更

に
凡
夫
衆

生

の
如

き
執
見

、
食

著

が
な

い
と

い
う

の
で
あ

る
。

然

る
に
、

わ
れ

わ
れ

の
現
實

と
照
顧

し
て

み

る
と
き
、
實

に
反
省

す

べ
き

こ
と

が
多

多

あ

る
の
で
、

到
底

、

わ
れ
等

の

こ
の
ま
ま
で

は

佛

道
を

行
す

る
な

ど

と
は
思

い
も

よ
ら

ぬ

こ
と
で

は
あ

る
が
、

さ

り
と

て
、

こ

こ
に
佛

道

に
志

を

立
て
す

ば
、

永
劫

に
救

わ
れ

る
も

の
で

は

な

い
。

故

に

こ
の

わ
れ
等

の

現
實

に
目
ざ

め
、

こ
の
進

ん

だ

「
本
有

圓

成
佛
」

の
思
想

に
依

つ
て
、

こ

の
現
費

の

「
わ
れ
」

を
打

開

し
、
新

し
く

修
道

の
路

に
出

褒
す

る
と

い
う

こ
と
が
最

も
大

切
な

こ
と

で
あ

ろ
う
。

そ

こ
で
、

一
面
は
、

わ

れ

わ
れ
は

凡
夫

で
あ

る
。
未

成

の
も

の
で
あ

つ
て
、

佛

と
は

、
ま

こ
と
に
縁

の
遠

い
も

の
で
あ

り
な

が
ら
、

ま

た
他

の

一
面

に
は
、
す

で

に
巳
成

の
本
畳
佛

で

あ
り
、

本
有

圓
成
佛

で
あ

つ
て
、

そ
れ

が
現

在
、

こ
こ
に
衆
生

救
濟

の
本
願

を

果
す
爲

め

に
、

煩
…悩
の
泥

申

に
生

れ

、
苦
悶

の
衆
生

と
な

つ
て
、

い
ろ

い
ろ

の
生

活
を

く
り

ひ

ろ
げ

て

い
る
が
、

そ
れ

が
直

ち
に
佛

の

接

化

で

あ

り
、

善

巧
方

便

と
目

ざ

め
、

こ

の
短

か

き
人
間

の
全
生

涯
を

さ

さ
げ

て
、

ほ
ん

と
う

に
、
接

化

の
爲

め

に
絡

始

一
貫

、
徹

骨
徹

髄

に
、
諸精

進
努

力

し
な
く

て
は

な

ら
ぬ

と

い
う

の
で
あ

る
Q

か
く

し
て
、

そ

こ
に
、

こ
の

「
わ
れ

」
と

い
う

一
箇

の
も

の
が
本
有

圓

成
佛

の
あ

ら

わ
れ
で

あ
り

、
本
有

圓
成
佛

の
普
門

示
現

の
な

か

の

一
門

の
も

の
で
あ

り
、

千

百
億

化
身
佛

の
な

か

の

一
化

で
あ

り
、
暫

現

速
隠

の

「
わ
れ
」

で
は
あ

る

が
、

こ
れ

が
直

ち
に

本
髄

の

「
本

本
有
圓
成
佛
に
つ
い
て

三
三
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有
圓
成
佛
L
を
離
れ
す
し
て
全
機
現
し
、
現
成
し
た
も
の
と
い
い
、
大
に
目
ざ
め
、
大
に
生
き
ぬ
き
、
新
し
く
出
磯
す
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、

一
門
帥
普
門
の
深
秘
の
門
は
開
か
れ
、
六
祀
の
謂
ゆ
る
三
身
自
性
佛
が
事
實
化
さ
れ
、
如
來
法
身
が
そ
の
ま
ま
、
報
化
二
身
の
妙
相

妙
用
と
な
つ
て
、
本
有
圓
成
の
露
光
と
こ
し
な
え
に
照
燭
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

浮
土
門
で
は

「
大
悲
無
γ倦
常
照
レ我
」
と
い
う
て
い
る
が
、
わ
が
輝
門
で
は
、
こ
の
身
が

「
本
有
圓
成
佛
」
で
あ
つ
て
、
つ
ね
に
他
の

一
切
衆
生
を
照
燭
し
、
縁
有
れ
ば
法
界
に
身
を
示
現
し
て
、
更
に
取
ら
す
捨
て
す
、
弘
法
大
師
の
い
え
る
如
く

「焉
捨
焉
取
」
(『十
佳
心

論
』
一
)
で
あ
り
、
臨
濟
大
師
の
謂
ゆ
る

「
嫌
う
底
の
法
勿
し
」
で
あ
つ
て
、
よ
く
凡
に
入
り
聖
に
入
り
、
浮

に
入
り
臓
に
入
り
、
し
か
も

生
死
去
住
、
脱
著
自
在
、
無
本
無
佳
、
活
機
汝
地
に
動
く
と
こ
ろ
に

「
本
有
圓
成
佛
」
a
姿
は
、
は
つ
き
り
と
あ
ら
わ
す
こ
と
が
出
來
る

と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
こ
れ
を
宗
敏
的
に
い
え
ば
、
三
世
の
諸
佛
と
い
う
諸
佛
、
歴
代
の
組
師
と
い
う
岨
師
は
、
み
な
こ
の
と
こ
ろ
に
姿
を
あ
ら
わ

し
、
渾
然

一
髄
、
不
可
思
議
微
妙
の

「
盤
畳
妙
明
の
眞
髄
」
と
な
つ
て
い
ら
る
る
か
ら
、
わ
れ
等
は
、
こ
れ
に
封
し
て
拝
む
こ
こ
ろ
、
い

ま
は
、
悲
し
む
べ
き
凡
夫
で
は
あ
る
が
、
い
つ
か
は
佛
の
本
願
を
果
す
爲
め
に
、
こ
の
佛
組
の

「璽
畳
妙
明

の
眞
豊
」
言
い
換
ゆ
れ
ば
、

佛
組
の

「
本
有
圓
成
佛
」
を
拝
む
と
こ
ろ
に
、
信
仰
の
眼
は
開
か
れ
、
「佛
祀
深
恩
難
二報
謝
」

(二
覗
微
妙
大
師
投
機
の
偶
の
一
句
)
と
い
う

眞
實
の
叫
び
と
も
な
り
、
佛
狙
に
仕
え
、
佛
組
に
供
養
し
、
佛
狙
の
歩
ま
れ
た
道
跡
を
慕
い
、
そ
の
心
を
心
と
し
て
、
ほ
ん
と
う
に
生
き

ぬ
け
ば
、
そ
こ
に
、
わ
れ
等
の

「
本
有
圓
成
佛
」
も
光
り
を
放
ち
、
無
緑
に
事
に
燭
れ
、
不
報
の
恩
を
報
謝
す
る
こ
と
が
出
來
る
も
の
と

信
す
る
。


